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2.  c-learningとは 
 c-learning とは Netman 社が開発し提供している
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5.  課題と今後 
 本学ですでに導入されている Moodle ともっとも異
なる点は、すべての機能が携帯電話から利用できると
いうことである。Moodle を利用した講義を行うと、
必ずといってよいほど「PC がないと課題をできない
のは不便」といった不満が学生から聞かれる。
c-learning には、ほぼ 100%の学生が保有している携
帯電話であれば、どの機種でもアクセス可能であり、
かつPCのように「やるぞ」という心構えがなくとも、
ゲーム感覚でアクセスできる利点がある。ただし、パ
ケット料金定額の契約をしていないと使用料金がかさ
むこともあり、今回も1名の学生から使用料金の問題
からアクセスできないとの指摘があった。 
 携帯電話を講義に利用する意外な効用は、学生が携
帯電話を常に机の上に出しているために、隠れてメー
ルを打つことが難しくなったことである。また、クリ
ッカーとは異なり、文章入力が可能なため、同じ講義
を聴いていて、他の学生がどう理解しているのか・ど
う思っているのかをより正確に知ることができたため、
全体の中で自分の位置を知ることになったと思われる。
そのため、毎回のシャトルカードにも「しっかり復習
します」という記載が以前より多く見られるようにな
った。 
 他大学では、c-learning の全機能を有効に使うため
に、学生にスマートフォンを貸与しているケースがあ
る。スマートフォンであれば、講義資料が PDF であ
れパワーポイントファイルであれ、携帯電話で見るこ
とができ、まさにユビキタス学習が可能となる。我々
教員は、携帯電話の小さな画面で講義資料を見るのは
難しいのではないかと考えがちであるが、一部の学生
に試してもらった限りでは、まさに電子教科書・電子
資料として十分に使用に耐える解像度であるとの反応
を得た。今回の実践報告とは異なるが、就職活動にお
いてもスマートフォンの必要度は高まっているとの新
聞報道も見受けられる。 
 今後、携帯できるノートパソコンやスマートフォン
などの情報機器の共同購入を大学として斡旋し、学生
が在学している限りはそれらを「大学の準備品」とし
て講義等に活用するシステムの構築が望ましいことを
提案し、本実践報告の結語とする。 
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